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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 
四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する 
四半期純損失（△） 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 22,488 5.8 566 50.2 525 32.7 262 － 

2018年３月期第２四半期 21,261 4.6 377 － 396 － △3 － 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 149 百万円 （－％）   2018年３月期第２四半期 △41 百万円 （－％） 
 

 

１株当たり 
四半期純利益 
又は１株当たり 

四半期純損失（△） 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 6.77 6.76 

2018年３月期第２四半期 △0.10 － 

（注）１．2019年３月期第２四半期の親会社株主に帰属する四半期純利益の対前年同四半期増減率については、2018年３

月期第２四半期が親会社株主に帰属する四半期純損失のため、記載しておりません。 

２．2018年３月期第２四半期の売上高を除く各項目の対前年同四半期増減率については、2017年３月期第２四半期

が営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失のため記載しておりません。また、2018年３月

期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの１株当たり四

半期純損失のため、記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年３月期第２四半期 18,366 11,065 59.5 282.21 

2018年３月期 17,901 11,022 60.8 281.05 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 10,935 百万円   2018年３月期 10,890 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 2.35 2.35 

2019年３月期 － 0.00       

2019年３月期（予想）     － 2.40 2.40 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 



３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 43,000 3.6 750 150.5 800 38.9 350 － 9.03 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

２．１株当たり当期純利益は、当第２四半期末の自己株式を除いた発行済株式数である38,750,700株を期中平均株

式数と仮定して算出しております。 

３．親会社株主に帰属する当期純利益の対前期増減率は、1,000％以上となるため記載しておりません。 

４．詳細は、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧

ください。 

 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 41,588,500 株 2018年３月期 41,588,500 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 2,837,800 株 2018年３月期 2,837,800 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 38,750,700 株 2018年３月期２Ｑ 38,745,731 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しで

あり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

 

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 

機関投資家・証券アナリスト・報道機関向け決算説明会は、本資料を開示した同日に開催する予定であります。ま

た、決算説明会で配布する資料は、開催日同日に当社ウェブサイト（https://ir.adways.net/）にて開示予定であ

ります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日）の当社グループにおける連結業績は以下のと

おり、前年同期に対して増収増益となりました。

［連結業績］                                （単位：千円、端数切捨て） 

 

前第２四半期

連結累計期間

（2018年３月期） 

当第２四半期

連結累計期間

（2019年３月期） 

対前年同期増減額

（増減率）

売 上 高 21,261,963 22,488,430
1,226,466 

（5.8％）

営 業 利 益 377,101 566,524
189,422

（50.2％）

経 常 利 益 396,212 525,577
129,365

（32.7％）

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

四 半 期 純 利 益 又 は 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

四 半 期 純 損 失 （ △ ） 

△3,768 262,159
265,928

（―）

売上高は、国内の広告事業が順調に推移したことにより、1,226,466千円増加の22,488,430千円（前年同期比

5.8％増）となりました。

営業利益は、売上総利益が増加したこと及び販売費及び一般管理費を抑制したこと等により566,524千円（前年

同期比50.2％増）、経常利益は、営業利益の増加等により525,577千円（前年同期比32.7％増）となりました。

税金等調整前四半期純利益は、減損損失等による特別損失を計上したものの532,460千円（前年同期比219.2％

増）となりました。 

上記の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等を計上したこと等により262,159千円（前年同期

は 3,768千円の損失）となりました。 

 

［報告セグメント別業績］                          （単位：千円、端数切捨て）

     

前第２四半期 

連結累計期間 

（2018年３月期） 

当第２四半期 

連結累計期間 

（2019年３月期） 

対前年同期増減額 

（増減率） 

外部 

売上高 

①広告 

 事業 

スマートフォン 

向け広告 
9,322,508 10,208,774 

886,265 

（9.5％） 

ＰＣ向け広告 9,083,503 9,786,683 
703,179 

（7.7％） 

合計 18,406,012 19,995,457 
1,589,444 

（8.6％） 

②アプリ・ 

 メディア 

 事業 

アプリ事業 122,638 20,325 
△102,312 

（△83.4％） 

メディア事業 223,165 263,600 
40,435 

（18.1％） 

合計 345,803 283,926 
△61,876 

（△17.9％） 

③海外事業 2,508,330 2,181,752 
△326,578 

（△13.0％） 

④その他 1,817 27,294 
25,476 

※（―） 

セグメント利益 

又は 

セグメント損失 

（△） 

①広告事業 1,254,205 1,438,049 
183,844 

（14.7％） 

②アプリ・メディア事業 △61,299 △49,499 
11,799 

（―） 

③海外事業 △27,696 6,434 
34,130 

（―） 

④その他 △130,022 △40,797 
89,225 

（―） 
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第１四半期連結会計期間より従来、グローバル展開を想定したプロダクトの開発及び運営並びにサービス提供に

係る事業は「海外事業」セグメントとしておりましたが、広告関連事業の管理区分の見直しに伴い、国内企業を対

象として提供する広告関連事業を「広告事業」、現地企業と各国における外国企業を対象として提供する広告関連

事業を「海外事業」に含めて開示しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報においても、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを記載しております。 

 

①広告事業 

広告事業は、スマートフォンアプリ向け広告サービス「AppDriver」及び「UNICORN」、モバイル向けアフィリエ

イト広告サービス「Smart-C」、ＰＣ向けアフィリエイト広告サービス「JANet」を中心に、日本でのインターネッ

ト上で事業展開を行う企業に対して、インターネット広告を総合的に提供しております。 

当第２四半期連結累計期間における広告事業のスマートフォン向け広告は、既存の国内広告事業のサービスが伸

長したこと、昨年５月にリリースいたしました「UNICORN」が堅調に売上高を伸ばしていること等により、売上高

は10,208,774千円（前年同期比9.5％増）となりました。 

ＰＣ向け広告は、金融関連企業の広告取引が堅調に推移するとともに、スマートフォンブラウザを介したweb売

上高が増加したことにより、売上高は9,786,683千円（前年同期比7.7％増）となりました。 

この結果、広告事業の売上高は19,995,457千円（前年同期比8.6％増）、セグメント利益は1,438,049千円（前年

同期比14.7％増）となりました。 

なお、スマートフォン向け広告は主にアプリ向け広告の売上高で、スマートフォンブラウザを介したweb広告の

売上高はスマートフォン向け広告ではなく、ＰＣ向け広告に含めております。 

 

②アプリ・メディア事業 

アプリ・メディア事業は、主にスマートフォンアプリの開発・運営を行うアプリ事業と、連結子会社である株式

会社サムライ・アドウェイズにおいて士業向けのポータルサイト等のメディア運営等を行っているメディア事業を

展開しております。 

当第２四半期連結累計期間におけるアプリ事業は、アプリ事業を運営しておりましたADWAYS TECHNOLOGY LTD.に

おいてMBOが行われたことにより、同社及びその子会社である愛徳威信息科技（上海）有限公司、ADWAYS 

TECHNOLOGY HONGKONG LTD.を連結の範囲から除外したこと等により、売上高は20,325千円（前年同期比83.4％減）

となりました。また、メディア事業は、株式会社サムライ・アドウェイズにおいて行っているメディア事業が堅調

に推移したことにより、売上高は263,600千円（前年同期比18.1％増）となりました。この結果、アプリ・メディ

ア事業の売上高は283,926千円（前年同期比17.9％減）、セグメント損失は49,499千円（前年同期は61,299千円の

損失）となりました。 

 

③海外事業 

海外事業は、中国・香港・台湾・韓国・米国・シンガポール・インド等において、現地企業と各国における外国

企業を対象として、インターネットマーケティングの総合支援サービスを提供しております。 

当第２四半期連結累計期間における海外事業は、前連結会計年度から推進している各国子会社の組織体制と拠点

間の連携の見直しにより、売上高は2,181,752千円（前年同期比13.0％減）となりました。しかしながら前述の施

策により販売費及び一般管理費が抑制できたことから、セグメント利益は6,434千円（前年同期は27,696千円の損

失）となりました。 

 

④その他 

その他は、日本及び海外における新規事業等により構成されております。 

当第２四半期連結累計期間におけるその他については、売上高は27,294千円（前年同期は1,817千円）と増加

し、セグメント損失は40,797千円（前年同期は130,022千円の損失）となりました。 

※売上高の対前年同期増減率は、増減率が1,000％以上のため表記しておりません。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債、純資産の状況                         （単位：千円、端数切捨て） 

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）

当第２四半期

連結会計期間

（2018年９月30日） 

対前期末増減額

（増減率）

資 産 合 計 17,901,807 18,366,722
464,915

（2.6％）

負 債 合 計 6,878,903 7,301,410
422,507

（6.1％）

純 資 産 合 計 11,022,904 11,065,311
42,407

（0.4％）

［資産合計］ 

・流動資産は、前連結会計年度末より521,774千円増加し15,717,359千円となりました。主な要因は、現金及び

預金が93,476千円、受取手形及び売掛金が488,552千円増加したことによるものであります。

・固定資産は、前連結会計年度末より56,859千円減少し2,649,363千円となりました。主な要因は、投資その他

の資産のその他に含まれる投資有価証券が出資等により52,335千円、無形固定資産のその他に含まれるソフト

ウエア等が58,940千円増加したものの、無形固定資産ののれんが減損等により73,567千円並びに投資その他の

資産のその他に含まれる関係会社株式が93,815千円減少したことによるものです。

［負債合計］ 

・流動負債は、前連結会計年度末より451,583千円増加し7,182,965千円となりました。主な要因は、その他に含

まれる前受金が190,118千円減少したものの、支払手形及び買掛金が276,915千円、未払法人税等が282,208千

円増加したことによるものであります。

・固定負債は、前連結会計年度末より29,076千円減少し118,445千円となりました。主な要因は、その他に含ま

れる繰延税金負債が26,140千円減少したことによるものであります。

［純資産合計］ 

・純資産は、前連結会計年度末より42,407千円増加し11,065,311千円となりました。主な要因は、その他有価証

券評価差額金が50,024千円及び為替換算調整勘定が88,397千円減少したものの、利益剰余金が183,537千円増

加したことによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、9,584,749千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

[営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動によるキャッシュ・フローは、601,684千円の収入（前年同期は339,586千円の収入）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益532,460千円、利息及び配当金の受取額117,695千円を計上したことによ

るものであります。

 

[投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動によるキャッシュ・フローは、422,547千円の支出（前年同期は178,082千円の支出）となりました。

主な要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入80,779千円があったものの、連結の範囲の変

更を伴う子会社株式の売却による支出221,539千円、投資有価証券の取得による支出177,318千円及び無形固定資

産の取得による支出99,786千円があったことによるものであります。 

 

[財務活動によるキャッシュ・フロー] 

財務活動によるキャッシュ・フローは、93,562千円の支出（前年同期は139,750千円の支出）となりました。主

な要因は、配当金の支払による支出91,417千円があったことによるものであります。
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループが主に手掛けておりますインターネット広告市場は、国内及び海外のスマートフォン関連ビジネス

の市場拡大等を受け、更なる伸長を続けるものと思われます。また、インターネット広告市場自体の成長、新しい

テクノロジーを活用した広告配信及びクリエイティブの向上等の影響で、今後も市場拡大が期待されます。

当社グループは、国内及び海外のインターネット広告事業に経営資源を重点的に分配し、広告主（クライアン

ト）数及び提携媒体（メディア）数の増加、大手メディアや独自のアドテクノロジーを持つ企業との戦略的な提携

等を行うことで、取引の拡大と売上高の増加を図るとともに、他社との差別化を図ってまいります。また、アジア

をはじめとした海外においては、スマートフォンアプリ向け広告サービスの拡大を引き続き見込んでおり、各国の

市場環境を鑑み、事業展開を行ってまいります。

このような状況のもと、当社グループの主力事業であるインターネット広告事業の市場の変化を鑑み、2019年３

月期（2018年４月１日～2019年３月31日）の売上高は、43,000百万円を見込んでおります。

営業利益は、売上高の増加により750百万円を見込んでおり、経常利益800百万円、親会社株主に帰属する当期純

利益は350百万円を見込んでおります。

なお、当社グループが事業展開を行うインターネット広告を取り巻く市場は、環境が著しく変化するため、個別

業績予想の開示は省略しております。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通し

であり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,491,272 9,584,749 

受取手形及び売掛金 5,543,958 6,032,511 

たな卸資産 4,901 1,016 

その他 451,033 362,222 

貸倒引当金 △295,581 △263,139 

流動資産合計 15,195,584 15,717,359 

固定資産    

有形固定資産 299,630 237,249 

無形固定資産    

のれん 101,859 28,291 

その他 235,972 294,861 

無形固定資産合計 337,831 323,153 

投資その他の資産    

その他 2,243,606 2,255,312 

貸倒引当金 △174,845 △166,351 

投資その他の資産合計 2,068,760 2,088,960 

固定資産合計 2,706,222 2,649,363 

資産合計 17,901,807 18,366,722 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,204,945 5,481,861 

未払法人税等 34,548 316,757 

賞与引当金 － 78,227 

その他 1,491,887 1,306,118 

流動負債合計 6,731,381 7,182,965 

固定負債    

その他 147,521 118,445 

固定負債合計 147,521 118,445 

負債合計 6,878,903 7,301,410 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,605,955 1,605,955 

資本剰余金 7,280,768 7,280,768 

利益剰余金 2,689,686 2,873,223 

自己株式 △1,406,575 △1,406,575 

株主資本合計 10,169,835 10,353,372 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 339,466 289,442 

為替換算調整勘定 381,396 292,998 

その他の包括利益累計額合計 720,863 582,440 

新株予約権 5,034 5,034 

非支配株主持分 127,171 124,464 

純資産合計 11,022,904 11,065,311 

負債純資産合計 17,901,807 18,366,722 

 

- 6 -

㈱アドウェイズ（2489）　2019年３月期 第２四半期決算短信（連結）



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 21,261,963 22,488,430 

売上原価 17,493,640 18,567,892 

売上総利益 3,768,323 3,920,538 

販売費及び一般管理費 3,391,222 3,354,014 

営業利益 377,101 566,524 

営業外収益    

受取利息 16,760 11,074 

消費税等免除益 8 3,363 

投資事業組合運用益 5,123 37,929 

その他 17,339 18,581 

営業外収益合計 39,232 70,948 

営業外費用    

為替差損 4,029 8,739 

持分法による投資損失 14,375 97,349 

その他 1,715 5,806 

営業外費用合計 20,120 111,895 

経常利益 396,212 525,577 

特別利益    

関係会社株式売却益 － 63,614 

投資有価証券売却益 19,480 39,039 

特別利益合計 19,480 102,653 

特別損失    

関係会社株式評価損 48,730 － 

投資有価証券評価損 121,160 33,651 

関係会社株式売却損 80 － 

固定資産売却損 － 2,746 

固定資産除却損 13,068 － 

減損損失 65,819 59,373 

特別損失合計 248,858 95,771 

税金等調整前四半期純利益 166,834 532,460 

法人税、住民税及び事業税 158,445 286,486 

法人税等調整額 8,164 △21,227 

法人税等合計 166,610 265,258 

四半期純利益 223 267,201 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,992 5,041 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△3,768 262,159 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 223 267,201 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △24,371 △50,024 

為替換算調整勘定 △17,670 △67,139 

持分法適用会社に対する持分相当額 － △399 

その他の包括利益合計 △42,042 △117,563 

四半期包括利益 △41,818 149,638 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △48,435 150,201 

非支配株主に係る四半期包括利益 6,616 △562 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 166,834 532,460 

減価償却費 64,072 71,755 

のれん償却額 24,896 14,194 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,166 △25,692 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 78,227 

受取利息及び受取配当金 △18,118 △14,642 

持分法による投資損益（△は益） 14,375 97,349 

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 96,556 △43,318 

関係会社株式売却損益（△は益） 80 △63,614 

減損損失 65,819 59,373 

固定資産売却損益（△は益） － 2,746 

関係会社株式評価損 48,730 － 

固定資産除却損 13,068 － 

売上債権の増減額（△は増加） 249,530 △636,234 

仕入債務の増減額（△は減少） △357,660 266,712 

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 39,177 49,198 

未払消費税等の増減額（△は減少） △218,103 32,304 

その他 136,912 85,167 

小計 346,337 505,988 

利息及び配当金の受取額 20,310 117,695 

補助金の受取額 910 1,480 

法人税等の支払額 △27,971 △23,479 

営業活動によるキャッシュ・フロー 339,586 601,684 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △90,300 － 

貸付金の回収による収入 29,900 7,652 

貸付けによる支出 △12,610 △3,400 

投資事業組合からの分配による収入 － 56,346 

投資有価証券の売却による収入 185,568 24,827 

投資有価証券の取得による支出 △69,997 △177,318 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 0 80,779 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出 △266 △221,539 

関係会社株式の取得による支出 △120,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △60,801 △29,064 

無形固定資産の売却による収入 － 3,936 

無形固定資産の取得による支出 △66,143 △99,786 

その他 26,568 △64,982 

投資活動によるキャッシュ・フロー △178,082 △422,547 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による

支出 
△44,644 － 

自己株式の取得による支出 △48 － 

配当金の支払額 △89,781 △91,417 

非支配株主への配当金の支払額 △5,275 △2,144 

財務活動によるキャッシュ・フロー △139,750 △93,562 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,571 7,901 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,817 93,476 

現金及び現金同等物の期首残高 8,317,330 9,491,272 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,312,512 9,584,749 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 

(賞与引当金) 

当社は、当第２四半期連結会計期間より従業員を対象に業績連動型賞与制度を導入しております。従業員の

業績連動型賞与の支給に備えて、当第２四半期連結累計期間の負担額を計上しております。

 

（確定拠出年金制度の導入） 

当社及び国内連結子会社において福利厚生の一環として、2018年４月より確定拠出年金制度を導入いたしま

した。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結損

益計算書計上

額（注）３   広告事業 
アプリ・ 
メディア 

事業 
海外事業 計 

売上高                
外部顧客への売

上高 
18,406,012 345,803 2,508,330 21,260,146 1,817 21,261,963 － 21,261,963 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 
337,907 4,438 76,022 418,367 31,560 449,928 △449,928 － 

計 18,743,919 350,241 2,584,353 21,678,514 33,377 21,711,892 △449,928 21,261,963 

セグメント利益

又は損失（△） 
1,254,205 △61,299 △27,696 1,165,209 △130,022 1,035,187 △658,085 377,101 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△658,085千円は、主に報告セグメントに配分していない一般

管理費等の全社費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「広告事業」セグメントにおいて、Mist Technologies株式会社の事業計画を見直したことにより、のれ

んの減損損失を65,819千円計上しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結損

益計算書計上

額（注）３   広告事業 
アプリ・ 
メディア 

事業 
海外事業 計 

売上高                
外部顧客への売

上高 
19,995,457 283,926 2,181,752 22,461,136 27,294 22,488,430 － 22,488,430 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 
436,004 2,000 59,928 497,932 66,298 564,230 △564,230 － 

計 20,431,461 285,926 2,241,680 22,959,068 93,592 23,052,661 △564,230 22,488,430 

セグメント利益

又は損失（△） 
1,438,049 △49,499 6,434 1,394,985 △40,797 1,354,187 △787,663 566,524 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△787,663千円は、主に報告セグメントに配分していない一般

管理費等の全社費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「広告事業」セグメントにおいて、Mist Technologies株式会社の事業計画を見直したことにより、のれ

んの減損損失を59,373千円計上しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

 第１四半期連結会計期間より従来、グローバル展開を想定するプロダクトの開発及び運営並びにサービス

提供に係る事業は「海外事業」セグメントとしておりましたが、広告関連事業の管理区分の見直しに伴い、

国内企業を対象として提供する広告関連事業を「広告事業」、現地企業と各国における外国企業を対象とし

て提供する広告関連事業を「海外事業」に含めて開示しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを記載しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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